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事前定義済みのシステムオブジェクト
Unified RTMTはモニタリングペインに事前定義済みシステムオブジェクトの情報を表示しま
す。

事前に準備された各モニタリングウィンドウのポーリングレートは固定されていて、デフォ

ルト値は 30秒です。AMC（Alert Manager and Collector）サービスパラメータの収集レートが
変化すると、事前に準備されたウィンドウのポーリングレートも更新されます。また、バック

エンドサーバの時刻ではなく、RTMTクライアントアプリケーションのローカル時刻が、各
チャートのタイムスタンプのベースになります。

サービスパラメータについては、管理ページのオンラインヘルプを参照してください。

ヒント

事前に定義されたオブジェクトのモニタを拡大するには、対象となるチャートの領域上でマウ

スの左ボタンをクリックし、ドラッグします。必要な領域を選択してから、マウスの左ボタン

を放します。RTMTは、モニタ対象のビューを更新します。モニタを縮小して、初期のデフォ
ルトビューにリセットするには、Rキーを押します。

ヒント
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次の表に、RTMTがモニタする事前定義済みオブジェクトに関する情報を示します。

表 1 :システムカテゴリ

説明カテゴリ

仮想メモリの使用状況、CPU使用率、共通パーティションの使用、およびアラート履
歴ログに関する情報を表示します。

事前定義システムオブジェクトに関する情報を表示するには、[システム（System）]>
[システム概要（System Summary）]を選択します。

システムの要約
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説明カテゴリ

サーバー
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説明カテゴリ

• CPUとメモリ（CPU and Memory）：サーバの CPU使用率と仮想メモリの使用率
に関する情報を表示します。

CPU、仮想メモリの使用状況に関する情報を表示するには、[システム（System）]>
[サーバ（Server）] > [CPUおよびメモリ（CPU and Memory）]を選択します。
特定のサーバのCPUとメモリの使用率を監視するには、[ホスト（Host）]ドロッ
プダウンリストボックスからサーバを選択します。

• プロセス（Process）：サーバ上で実行中のプロセスに関する情報を表示します。

システムで実行されているプロセスに関する情報を表示するには、[システム
（System）] > [サーバ（Server）] > [プロセス（Process）]を選択します。特定の
サーバのプロセスの使用率をモニタするには、[ホスト（Host）]ドロップダウン
リストボックスからサーバを選択します。

• [ディスク使用率（DiskUsage）]：サーバ上のディスク使用率に関する情報を表示
します。

システムのディスク使用状況情報を表示するには、[システム（System）]> [サー
バ（Server）] > [ディスク使用率（Disk Usage）]を選択します。特定のサーバの
ディスク使用率をモニタするには、[ホスト（Host）]ドロップダウンリストボッ
クスからサーバを選択します。

• 重要なサービス（Critical Services）：重要なサービスの名前、ステータス（サー
ビスが起動しているか、ダウンしているか、管理者によってアクティブ化された

か、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または不明な状態か）、

およびサーバまたは（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバのサービスが

特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

重要なサービスの情報を表示するには、[システム（System）] > [サーバ
（Server）] > [重要なサービス（Critical Services）]を選択し、適切なタブをク
リックしてください。

• システムの重要なサービスを表示するには、[システム（System）]タブを選
択します。

• Unified Communications Managerの重要なサービスを表示するには、
[Voice/Video]タブをクリックします。

[音声/ビデオ（Voice/Video）]タブは、[ホスト（Host）]ドロッ
プダウンリストボックスで [Unified Communications Manager]
サーバを選択している場合のみ表示されます。

（注）

• IMandPresenceサービスの重要なサービスを表示するには、[IMandPresence]
タブをクリックします。

[IM and Presence]タブは、[ホスト（Host）]ドロップダウンリ
ストボックスで [IM and Presence]サービスサーバを選択してい
る場合のみ表示されます。

（注）

• Cisco Unity Connectionの重要なサービスを表示するには、[Cisco Unity
Connection]タブをクリックします。

• タブで特定のサーバの重要なサービスをモニタするには、[ホスト（Host）]
ドロップダウンリストボックスからサーバを選択し、関心のある重大な

サービスのタブをクリックします。

重要なサービス状態が、管理者がサービスを停止したことを示している場

合、バックアップ作業や Unified Communications Managerの復元、アップグ
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説明カテゴリ

レード作業やCiscoUnified ServiceabilityやCLI内のサービス停止など、サー
ビスを意図的に停止するタスクを管理者が実行したことを示します。

重要なサービスの状態が不明な状態として表示される場合は、

システムがサービスの状態を決定できないことを意味します。

（注）

音声およびビデオのモニタリング

Cisco Unified Communications Managerの事前定義済みオブジェクト
UnifiedRTMTでは、クイック起動チャネルで音声/ビデオを選択すると、事前定義されたUnified
CommunicationsManagerオブジェクトについての情報がモニタリングペインに表示されます。
クラスタ内のすべてのサーバの事前定義済みオブジェクトが、必要に応じて、ツールによりモ

ニタされます。

事前に準備された各モニタリングウィンドウのポーリングレートは固定されていて、デフォ

ルト値は 30秒です。AMC（Alert Manager and Collector）サービスパラメータの収集レートが
変化すると、事前に準備されたウィンドウのポーリングレートも更新されます。また、バック

エンドサーバの時刻ではなく、RTMTクライアントアプリケーションのローカル時刻が、各
チャートのタイムスタンプのベースになります。

サービスパラメータの詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』または『Cisco Unity Connection System Administration Guide』を参照
してください。

ヒント

事前に定義されたオブジェクトのモニタを拡大するには、対象となるチャートの領域上でマウ

スの左ボタンをクリックし、ドラッグします。必要な領域を選択してから、マウスの左ボタン

を放します。Unified RTMTは、モニタ対象のビューを更新します。モニタを縮小して、初期
のデフォルトビューにリセットするには、Rキーを押します。

ヒント
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次の表に、Unified RTMTがモニタする事前定義済みオブジェクトに関する情報を示します。

表 2 : Cisco Unified Communications Managerのカテゴリ

説明カテゴリ

登録済みの電話機、進行中のコール、およびアクティブなMGCPポートとチャネルを表
示します。

事前定義済みのUnifiedCommunicationsManagerオブジェクトに関する情報を表示するに
は、Voice/Video > Voice and Video Summaryを選択します。

音声およびビデオの概

要
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説明カテゴリ

•コールアクティビティ：UnifiedCommunicationsManagerの、完了したコール、試行
されたコール、進行中のコール、論理パーティション合計エラー数などのコールア

クティビティを表示します。該当する場合、これはクラスタ内のすべてのサーバが

含まれます。

コールアクティビティに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）]>
[コール処理（Call Process）] > [コールアクティビティ（Call Activity）]を選択し
ます。

•ゲートウェイアクティビティ（Gateway Activity）：アクティブポート、サービス
中のポート、完了したコールを含むUnifiedCommunicationsManagerのゲートウェイ
アクティビティを表示します。該当する場合、これはクラスタ内のすべてのサーバ

が含まれます。

ゲートウェイアクティビティに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ
（Voice/Video）] > [コール処理（Call Process）] > [ゲートウェイアクティビティ
（Gateway Activity）]を選択します。[ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ド
ロップダウンリストから、ゲートウェイインターフェイスのタイプを選択します。

•トランクアクティビティ（TrunkActivity）：進行中のコールおよび完了したコール
を含むUnifiedCommunicationsManager上のトランクアクティビティを表示します。
該当する場合、これはクラスタ内のすべてのサーバが含まれます。

トランクアクティビティに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ
（Voice/Video）]> [コール処理（Call Process）]> [トランクアクティビティ（Trunk
Activity）]を選択します。[トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリスト
でトランクタイプを選択します。

• SDLキュー（SDL Queue）：キューに格納されている信号の数や処理済みの信号の
数などの SDLキュー情報が表示されます。

SDLキューに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）] > [コール
処理（Call Process）] > [SDLキュー（SDL Queue）]を選択します。[SDLキュータ
イプ（SDL Queue Type）]ドロップダウンリストからタイプを選択します。

• SIPアクティビティ（SIPActivity）：UnifiedCommunicationsManager上の概要要求、
概要応答、着信失敗応答の概要、発信失敗応答の概要、発信再試行要求、発信再試

行応答などの SIPアクティビティを表示します。該当する場合、これはクラスタ内
のすべてのサーバが含まれます。

SIPアクティビティに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）] >
[コール処理（Call Process）]> [SIPアクティビティ（SIP Activity）]を選択します。

コール処理（Call
Process）
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説明カテゴリ

すべての SIPメッセージのアクティビティ、特に着信コールと発信コールおよびUnified
Communications Managerを通過するセッションを表示します。各 SIPトランザクション
に対して関連付けられたコールフローダイアグラムを提供します。

セッショントレースに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）]> [コー
ル処理（Call Process）] > [セッショントレース（Session Trace）]を選択します。

セッショントレース

[デバイス概要（DeviceSummary）]には、登録済み電話機デバイス、登録済みゲートウェ
イデバイス、他の登録済み端末デバイス、登録済みメディアリソースデバイスなど、

Unified CommunicationsManagerサーバに関する情報を表示します。該当する場合、これ
はクラスタ内のすべてのサーバが含まれます。

[デバイスの検索（Device Search）]には、クラスタ名とデバイスタイプがツリー階層に
表示され、電話機やデバイスに関する情報を問い合わせることができます。

[電話機概要（PhoneSummary）]には、登録済み電話機の数、登録済みSIP電話機の数、
登録済みSCCP電話機の数、一部登録済み電話機の数、および登録試行の失敗回数など、
Unified CommunicationsManagerのサーバに関する情報を表示します。該当する場合、こ
れはクラスタ内のすべてのサーバが含まれます。

Unified CommunicationsManager上にある登録済み電話機、ゲートウェイ、およびメディ
アリソースデバイスの数に関する情報を表示するには、Voice/Video > Device > Device
Summaryを選択します。

他のデバイスを監視するには、追加の設定手順を実行します。ヒント

デバイス

• CiscoTFTP：合計TFTP要求数、および異常終了した合計TFTP要求数など、Unified
Communications Managerサーバの Cisco TFTPのステータスを表示します。該当する
場合、これはクラスタ内のすべてのサーバが含まれます。

Cisco TFTPサービスに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）] >
[サービス（Service）] > [Cisco TFTP]を選択します。

•ハートビート（Heartbeat）：Unified Communications Manager、Cisco TFTPサービス
のハートビート情報を表示します。

Unified CommunicationsManagerサーバ、Cisco TFTPサーバのハートビートの状態を
表示するには、Voice/Video > Service > Heartbeatを選択します。

•データベース概要（Database Summary）：サーバの接続情報を提供します。データ
ベースのキューに格納されている変更通知要求、メモリのキューに格納されている

変更通知要求、アクティブなクライアント接続の総数、作成された複製の数、複製

のステータスなどの情報です。

データベースに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）]> [サービ
ス（Service）] > [データベース概要（Database Summary）]を選択します。

サービス

システムパフォーマンスのモニタリング
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説明カテゴリ

CTI Managerとインターフェイスするデバイスおよびアプリケーションに関する情報を
表示します。

CTIアプリケーションに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）] >
[CTI] > [CTI Manager]を選択します。

特定の CTIタイプをモニタするには、追加の設定手順を実行する必要があります。CTI
アプリケーション、デバイス、および回線のモニタについてのトピックを参照してくだ

さい。

CTI

•ルーティング（Routing）：UnifiedCommunicationsManagerによって管理されるCisco
インタラクションマネージャールートの合計数を表示します。

コールアクティビティに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）]>
[Intercompany Media Service] > [ルーティング（Routing）]を選択します。

•コールアクティビティ（CallActivities）：受け入れられたコール、ビジーコール、
無応答のコール、失敗したコールの数など、Cisco IntercompanyMedia Engineコール
アクティビティを表示します。

コールアクティビティに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）]>
[Intercompany Media Service] > [コールアクティビティ（Call Activities）]を選択し
ます。

Intercompany Media
Service

Cisco Unified Communications Managerのサマリービュー
単一のモニタリングペインで、Unified Communications Managerサーバに関する情報またはク
ラスタ内のすべてのサーバに関する情報（該当する場合）を Unified RTMTによりモニタでき
ます。CallManagerの [サマリー（Summary）]ウィンドウで、次の事前定義されたオブジェク
トに関する情報を確認できます。

• Registered Phones

•進行中のコール

•アクティブなゲートウェイ、ポート、およびチャネル（ActiveGateway, Ports, andChannels）

コール処理アクティビティのモニタリング

[コール処理（Call Process）]のモニタリングカテゴリは次の項目をモニタします。

•コールアクティビティ（Call Activity）：特定のサーバまたはクラスタ全体（該当する場
合）について、試行されたコール数、完了したコール数、進行中のコール数、および論理

パーティションの失敗の合計数をモニタできます。

•ゲートウェイアクティビティ（GatewayActivity）：各ゲートウェイタイプについて、ゲー
トウェイアクティビティをモニタできます。ゲートウェイアクティビティのモニタリン
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グには、特定のサーバまたはクラスタ全体（該当する場合）についての、ゲートウェイタ

イプごとのアクティブポート数、サービス中のポート数、および完了したコール数が含ま

れます。

•トランクアクティビティ（TrunkActivity）：システムは、特定のサーバ、またはクラスタ
全体（該当する場合）について、トランクタイプ別にトランクアクティビティをモニタ

します。トランクアクティビティのモニタリングには、特定のトランクタイプについて

の、進行中のコール数と完了したコール数が含まれます。

• SDLキュー（SDL Queue）：SDLキューのモニタリングでは、特定の信号分配レイヤ
（SDL）キュータイプについて、SDLキュー内の信号数と処理された信号数をモニタし
ます。SDLキューのタイプは、高、標準、低、最低のキューから構成されます。特定の
サーバまたはクラスタ全体（該当する場合）の SDLキューを監視できます。

• SIPアクティビティ（SIPActivity）：システムにより、SIP要求、SIP応答、失敗した着信
応答数の合計（4xx、5xx、および 6xx）、失敗した発信応答数の合計（4xx、5xx、および
6xx）、再試行要求数、および再試行応答数の要約が表示されます。

•セッショントレース（Session Trace）：コールの検索またはトレースの条件として、発信
者番号/URI、着信者番号/URI、開始時刻、および通話時間を用できます。RTMTでは、開
始時刻および期間を含むコールログファイルをダウンロードし、一致するコールを検索

し、一致するコールレコードをリストし、コールフロー図を表示します。

次の表に、コール処理に関する情報を追跡すること、パフォーマンス監視、アラート、しきい

値とデフォルト提供します。コールアクティビティの日報の詳細については、『Cisco Unified
Serviceability Administration Guide』を参照してください

表 3 :コール処理のカテゴリ

アラート/しきい値/デフォルト監視対象オブジェクト（表示）

—各サーバおよびクラスタ（該当する場

合）について、CallsAttempted、
CallsCompleted、CallsInProgress、おおび
Logical Partition Failures Total。

—各サーバおよびクラスタ（該当する場

合）について、MGCP
FXS/FXO/PRI/T1CAS/H.323ゲートウェ
イ、ならびに SIPおよびH.323トランク
の各タイプの CallsAttempted、
CallsCompleted、およびCallsInProgress。

—各MGCP FXS/FXO/PRI/T1CASゲート
ウェイの Channel/Port Status。

—各サーバのSDLQueueアクティビティ。
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アラート/しきい値/デフォルト監視対象オブジェクト（表示）

ルートリストが使い果たされました（Route-List
exhausted）

MGCP FXSゲートウェイ：各サーバお
よびクラスタ（該当する場合）のサービ

ス中およびアクティブなポートの数。

ルートリストが使い果たされました（Route-List
exhausted）

MGCP FXOゲートウェイ：各サーバお
よびクラスタ（該当する場合）のサービ

ス中およびアクティブなポートの数。

• Dチャネルがアウトオブサービスです（Channel
out of service）

•ルートリストが使い果たされました（Route List
exhausted）

MGCP PRI Gateway：各サーバおよびク
ラスタ（該当する場合）のサービス中お

よびアクティブなチャネルの数。

ルートリストが使い果たされました（Route List
exhausted）

MGCPT1CASGateway：各サーバおよび
クラスタ（該当する場合）のサービス中

およびアクティブなポートの数。

コール処理ログ

Unified RTMTにより LogCall APIが呼び出されると常に、コール処理データがメモリに蓄積さ
れます。5分ごとに、UnifiedRTMTはデータを単一のレコードとしてファイルに記録し、メモ
リを消去します。

次のカウンタについて、それぞれの計算に基づき、5分ごとにデータが記録されます。

• cmCallsAttempted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集された値の差
分）

• cmCallsCompleted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集された値の差
分）

• cmCallsInProgress：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_FXS_CallsCompleted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集
された値の差分）

• gwMGCP_FXO_CallsCompleted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集
された値の差分）

• gwMGCP_PRI_CallsCompleted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集さ
れた値の差分）

• gwMGCP_T1_CAS_CallsCompleted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収
集された値の差分）

システムパフォーマンスのモニタリング
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• gwH323_CallsAttempted：累積（過去5分間で、最後に収集された値と最初に収集された値
の差分）

• gwH323_CallsInProgress：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwH323_CallsCompleted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集された
値の差分）

• trunkH323_CallsAttempted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集された
値の差分）

• trunkH323_CallsInProgress：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• trunkH323_CallsCompleted：累積（過去5分間で、最後に収集された値と最初に収集された
値の差分）

• trunkSIP_CallsAttempted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集された
値の差分）

• trunkSIP_CallsInProgress：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• trunkSIP_CallsCompleted：累積（過去 5分間で、最後に収集された値と最初に収集された
値の差分）

• gwMGCP_FXS_PortsInService：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_FXO_PortsInService：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_PRI_SpansInService：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_T1_CAS_SpansInService：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_FXS_ActivePorts：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_FXO_ActivePorts：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_PRI_ActiveChannels：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gwMGCP_T1_CAS_ActiveChannels：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

AMCサービスは、Windowsパフォーマンスツールと互換性のある CSV形式でコールデータ
を記録します。ログのヘッダーは、タイムゾーン情報と、サーバの以前にリストされたカウン

タを含む列のセットで構成されます。該当する場合、これら一連のカラムが、クラスタ内のす

べてのサーバに対して繰り返されます。

コールログのファイル名には、CallLog_MM_DD_YYYY_hh_mm.csvという形式が適用されま
す。

各ログファイルの最初の行はヘッダーです。

システムパフォーマンスのモニタリング
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セッショントレースの実行

Cisco Unified Communications Managerは、通過する着信および発信のコールまたはセッション
を構成する SIPメッセージのすべてのアクティビティをキャプチャしてログに記録します。
Unified Communications Managerは、メッセージをトランザクションごとに新しいコールログ
ファイルに格納します。このファイルは、後処理作業のために RTMTでダウンロードできま
す。

RTMTを使用すると、次の基準に基づいてコールを検索したりトレースしたりすることができ
ます。

•発信者番号/URI

•着信者番号/URI

• Start Time

•期間

RTMTでは、開始時刻と通話時間を含むコールログファイルがダウンロードされます。一致
するコールが検索され、一致するコールレコードがリストに示され、SIPメッセージのコール
フロー図が表示されます。

ローカルシステムにもコールログを保存できます。保存されているコールログに基づいて、

RTMTは一致するコールを検索し、一致するレコードを表示し、SIPメッセージのコールフ
ロー図を提供できます。

始める前に

次の作業を実行します。

•コールトレースを有効または無効にするには、エンタープライズパラメータ [コールト
レースログの有効化（Enable Call Trace Log）]を使用します。エンタープライズパラメー
タの設定の詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

•コールトレースログファイルの最大数のデフォルト値を 2000に設定し、コールトレー
スログファイルの最大サイズのデフォルト値を 2 MBに設定します。

リアルタイムデータのモニタリング

RTMTを使用してリアルタイムデータをモニタするには、次の手順に従ってください。

コールの検索条件として使用できるのは、発信者番号/URI、着信者番号/URI、開始時刻、およ
び通話時間です。検索は、ローカルノードだけでなく Unified Communications Managerクラス
タ全体に適用されます。トレースファイルを収集できないノードがある場合は、下のパネルに

エラーメッセージが表示され、メッセージプロンプトがポップアップされます。

（注）

システムパフォーマンスのモニタリング
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発信者番号/URIと着信者番号/URIでは、任意の数の文字に一致するワイルド文字「*」を使用
できます。たとえば、123*を検索すると、123、1234、123456などの数値が検索されます。

「*」を含む数値を検索するには、「\*」を使用します。たとえば、12*45というCalledNumber
を検索するには、検索ボックスに 12\*45と入力します。

（注）

手順

ステップ 1 セッショントレースに関する情報を表示するには、RTMTメニューから、[音声/ビデオ
（Voice/Video）] > [コール処理（Call Process）] > [セッショントレースログ表示（Session
Trace Log View）] > [リアルタイムデータ（Real Time Data）]の順に選択します。

[リアルタイムデータ（Real Time Data）]画面が表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、[Run]をクリックします。

エラーを無視して入力に基づくテーブルを生成する場合は、[Yes]をクリックします。

一致するコールが見つかった場合は、[一致するコール（MatchingCall）]ペインに、[開始時刻
（Start Time）]、[発信 DN（Calling DN）]、[元の着信 DN（Original Called DN）]、[最終着信
DN（Final Called DN）]、[発信側デバイス名（Calling Device Name）]、[着信側デバイス名
（Called Device Name）]、および [終了原因コード（Termination Cause Code）]が表示されま
す。

着信側のトレース機能により、[発信側デバイス名（Calling Device Name）]フィー
ルドと [着信側デバイス名（Called Device Name）]フィールドが追加されます。

（注）

•発信側デバイス名と着信側デバイス名は、到達不能な宛先に対して発信されたコールな
ど、失敗したコールには使用できません。

• [終了原因コード（Termination Cause Code）]を使用して失敗したコールを特定できます。
また、コールが失敗した理由も示されます。[Termination Cause Code]はカッコ内に表示さ
れ、その後に説明が続きます。

•コールが実行中の場合、またはコールの後にコールトレースログ機能がオフにされた場
合、[Termination Cause Code]列は空白になります。

コールレコードが [一致するコール（MatchingCalls）]ペインに表示されると、コールをトレー
スできます。

原因コードの説明が表示されない場合、または終了原因コードの詳細を確認する必

要がある場合は、『Cisco Unified Call Details Records Administration Guide』の「CDR
cause codes」を参照してください。

（注）
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ローカルディスクからセッショントレースデータのモニタリング

ローカルディスクに保存されるログからセッショントレースデータをモニタするには、次の

手順に従ってください。

手順

ステップ 1 RTMTメニューから、[音声/ビデオ（Voice/Video）]> [コール処理（Call Process）]> [セッショ
ントレースログ表示（Session Trace Log View）] > [ローカルディスクから開く（Open from
Local Disk）]の順に選択します。

[ローカルディスクから開く（Open from Local Disk）]画面が表示されます。

ステップ 2 [ファイルの場所（File Location）]フィールドに、ローカルディスク上のコールログファイル
が保存されるディレクトリを指定します。[参照（Browse）]をクリックしてディレクトリパス
を指定することもできます。

ステップ 3 特定の期間のコールレコードを表示するには、[時間による検索を有効にする（Enable Time
BasedSearch）]チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、[期
間（Duration）]フィールドで期間を指定できます。このチェックボックスをオンにしない場
合、期間を指定できなくなります。このような場合、保存されたログファイル内にある指定さ

れた開始時刻からのすべてのコールが表示されます。

ステップ 4 検索条件を入力し、[実行（Run）]をクリックします。

発信者番号/URIと着信者番号/URIでは、任意の数の文字に一致するワイルド文字
「*」を使用できます。たとえば、123*を検索すると、123、1234、123456などの
数値が検索されます。

「*」を含む数値を検索するには、「\*」を使用します。たとえば、12*45という
Called Numberを検索するには、検索ボックスに 12\*45と入力します。

（注）

一致するコールが見つかった場合は、[一致するコール（MatchingCall）]ペインに、[開始時刻
（Start Time）]、[発信 DN（Calling DN）]、[元の着信 DN（Original Called DN）]、[最終着信
DN（Final Called DN）]、[発信側デバイス名（Calling Device Name）]、[着信側デバイス名
（Called Device Name）]、および [終了原因コード（Termination Cause Code）]が表示されま
す。

着信側のトレース機能により、[発信側デバイス名（Calling Device Name）]フィー
ルドと [着信側デバイス名（Called Device Name）]フィールドが追加されます。

（注）

a) 発信側デバイス名と着信側デバイス名は、到達不能な宛先に対して発信されたコールな
ど、失敗したコールには使用できません。

b) [終了原因コード（Termination Cause Code）]を使用して失敗したコールを特定できます。
また、コールが失敗した理由も示されます。終了原因コードはカッコ内に表示され、その

後に説明が続きます。

c) コールが実行中の場合、またはコールの後にコールトレースログ機能がオフにされた場
合、[Termination Cause Code]列は空白になります。
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原因コードの説明が表示されない場合、または終了原因コードの詳細を確認する必

要がある場合は、『Cisco Unified Call Details Records Administration Guide』の「CDR
cause codes」を参照してください。

（注）

コールのトレース

指定した検索条件によって表示されるコールレコードをトレースするには、次の手順に従いま

す。

この手順は、「リアルタイムデータのモニタリング」と「ローカルディスクからセッション

トレースデータのモニタリング」とともに使用します。

（注）

手順

ステップ 1 トレースするコール（行）を選択します。

デフォルトでは、[SIPメッセージを含める（Include SIP Message）]チェックボックスはオン
で、関連する SIPプロトコルメッセージまたはコールトランザクションが表示されます。

ステップ 2 SIPメッセージコールフロー図を生成するには、[Trace Call]をクリックします。セッション
情報の生成を停止する場合は、進捗ウィンドウで [Cancel]をクリックします。

[コール図の分析（Analyze Call Diagram）]ウィンドウに、コールフロー図の対応する SIPメッ
セージが表示されます。

ステップ 3 表示するタブをクリックします。次のタブを使用できます。

a) コールフロー図（Call Flow Diagram）：コールフロー図の対応する SIPメッセージが表示
されます。

b) ログファイル（Log File）：ログファイル全体が表示されます。
c) SIPメッセージ（SIP Message）：[SIPメッセージを含める（Include SIP Message）]チェッ
クボックスがオンになっている場合にだけ表示されます。SDIログファイルに記録された
実際の SIPメッセージが表示されます。

ステップ 4 コールフロー図のSIPメッセージにマウスをポイントします。表示される詳細を次の表に示し
ます。

説明フィールド

起点のコールの IPアドレスを表示します。送信者

SIPコール IDを表示します。GUID

ポイントした対応する SIPメッセージのメッセージタイプ（「200
OK」、「180呼び出し中（180 Ringing）」など）を表示します。

メッセージラベル

システムパフォーマンスのモニタリング
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説明フィールド

宛先のコールの IPアドレスを表示します。受信者

デバイス名を表示します。MAC_ADDRESS

SDIトレースファイルの実際のメッセージと一致するシーケンス番
号を表示します。

メッセージタグ

メッセージのタイプを表示します。MSG_TYPE

相関 IDを表示します。相関 ID

コール操作（コールセットアップ、スプリット、参加、解放）が

行われるサーバ時刻を表示します。

タイムスタンプ

詳細なSIPメッセージ（DetailedSIPMessage）：[SIPメッセージを含める（IncludeSIPMessage）]
チェックボックスがオンになっている場合にだけ表示されます。SDLログファイルに記録さ
れた実際の SIPメッセージが表示されます。

ログファイルのメッセージ（Message in Log File）：メッセージを含むログファイルを表示し
ます。

SDLログファイルに記録された SIPメッセージを表示するには、次の操作を実行します。

• Cisco Unified Serviceability（[トレース（Trace）] > [設定（Configuration））の [トレース
設定（TraceConfiguration）]ウィンドウで [SIP呼処理のトレースの有効化（Enable SIPCall
Processing Trace）]チェックボックスをオンにします。詳細については、『Cisco Unified
Serviceability Administration Guide』を参照してください。

•トレースレベルを、[状態遷移（StateTransition）]、[重大（Significant）]、[任意（Arbitrary）]
または [詳細（Detailed）]のいずれかに設定します。

ローカルディスクに保存されたログからセッショントレースデータをモニタする

場合は、SDL/SDIログがコールログの親ディレクトリに存在する場合にだけ、詳
細な SIPメッセージが使用できます。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リアルタイムデータをモニタする場合、SIPメッセージを含む SDLファイルとともに、コー
ルフロー図が指定したフォルダに index.htmlとして保存されます。ファイルはテクニカルア
シスタンスセンター（TAC）に電子メールで送信できます。リアルタイムデータのモニタリ
ングの詳細については、「リアルタイムデータのモニタリング」を参照してください。保存し

たコールフロー図の SIPメッセージは、ハイパーリンクとして表示されます。SIPメッセージ
をクリックすると、次の詳細情報とともに詳細なSIPメッセージが新しいウィンドウに表示さ
れます。

説明フィールド

起点のコールの IPアドレスを表示します。送信者

システムパフォーマンスのモニタリング
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説明フィールド

SIPコール IDを表示します。GUID

ポイントした対応する SIPメッセージのメッセージタイプ（「200
OK」、「180呼び出し中（180 Ringing）」など）を表示します。

メッセージラベル

宛先のコールの IPアドレスを表示します。受信者

デバイス名を表示します。MAC_ADDRESS

SDIトレースファイルの実際のメッセージと一致するシーケンス番
号を表示します。

メッセージタグ

メッセージのタイプを表示します。MSG_TYPE

相関 IDを表示します。相関 ID

コール操作（コールセットアップ、スプリット、参加、解放）が

行われるサーバ時刻を表示します。

タイムスタンプ

[ローカルディスクから開く]オプションを使って {1}シスコ・ユニファイド・コミュニケー
ション・マネージャ{1} 8.5(1)または 8.6(1)のログを開き、ラダー図を保存した場合、SIPメッ
セージ、SIPメッセージを含んでいる SDIログファイル、およびコールを開始する 5分前から
コールを開始してから 5分経つまでの期間の SDLログファイルが保存されます。シスコ・ユ
ニファイド・コミュニケーション・マネージャ9.0(1)以降からログを保存すると、コールの詳
細を含む SDLログファイルは index.htmlと SIPメッセージとともに保存されます。ローカル
ディスクに保存したログからのセッショントレースデータのモニタリングの詳細については、

「ローカルディスクからセッショントレースデータのモニタリング」を参照してください。

ファイルを zip形式にしている場合は、zipファイルをローカルフォルダに解凍し、
それらのファイルを開いてイメージを表示します。

（注）

次の操作を実行できます。

a) オンラインヘルプを表示するには、[Help]をクリックします。
b) [Analyze Call Diagram]画面を終了するには、[Close]をクリックします。
c) 前のページに戻るには、[Previous Messages]をクリックします。
d) 次のページに進むには、[Next Messages]をクリックします。

[前のメッセージ（PreviousMessages）]または [次のメッセージ（NextMessages）]
は、メッセージのサイズがしきい値を超えた場合にのみ有効になります。

（注）

Session Managerでは、新しいログファイルにコールデータが記録されます。これらの新しい
ログファイルは、/var/log/active/cm/trace/ccm/calllogs/フォルダにあります。

コールログ名のファイル名パターンは、calllogs_dddddddd.txt.gzです。

詳細な SIPメッセージは、SDIトレースに記録されます。
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コールログには、次の種類のメッセージが含まれます。

•コール制御：コールセットアップ、スプリット、参加およびリリースでコール情報が書き
込まれます。

Timestamp|MessageType (CC)|Operation (SETUP/SPLI/JOIN/RELEASE)|CI for one leg (aCI)|CI
for other leg (bCI)|calling DN|Orig Called DN|Final Called DN

•デバイスレイヤ：デバイスとやりとりされるメッセージに関連するメタデータ情報が書き
込まれます。

Timestamp|MessageType (SIPL/SIPT)|My leg CI|Protocol(tcp/ucp)|Direction (IN/OUT)|local
ip|local port|device name|device ip|device port|Correlation id|Message Tag|SIP Call
ID|SIP method

次の制限は、コールフロー図が生成された場合に適用されます。

•検索では、不完全なコールは表示されません。

例：

ユーザがハンドセットを取り上げ、完全なDNにダイヤルせずにコールを終了した場合、
そのコールは検索結果にリストされません。

•次のシナリオでは、コールフロー図に一部のSIPメッセージが表示されないことがありま
す。

•電話会議の参加者が 3人以上いる場合。

•コールレッグを使用して、機能を単独で呼び出した場合。

例：

電話機 Bと電話機 Cは同じピックアップグループ内にあります。

1. ユーザ Aが電話機 Bに電話します。

2. ユーザ Cが電話機 Cのハンドセットを取り上げます。

3. ユーザ Cは [ピック（PickUp）]ソフトキーを押してコールをピックアップします。

手順 2で交換された SIPメッセージは、コールフロー図に表示されません。

このような場合、RELEASEメッセージはコールログに記録されますが、対応するSETUPメッ
セージは記録されません。

サービスのモニタリング

サービスモニタリングカテゴリは、サーバまたはクラスタ内の異なるサーバ上の Cisco TFTP
要求、データベースアクティビティおよびハートビートのアクティビティをモニタします（該

当する場合）。
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CiscoTFTPサービスは、File Transfer Protocol（FTP）の簡易バージョンであるTrivial File Transfer
Protocolと整合性のあるファイルを構築して提供します。CiscoTFTPは、コンフィギュレーショ
ンファイルを作成し、埋め込みコンポーネント実行ファイル、リンガーファイル、デバイスコ

ンフィギュレーションファイルを提供します。CiscoTFTP要求の合計、見つからない要求、お
よび中止されたリクエストを表示できます。

Unified RTMTは、Unified Communications Managerと、サーバまたはクラスタ内の異なるサー
バ（該当する場合）用の Cisco TFTPサービスのハートビートをモニタします。ハートビート
はモニタ対象の期間のインジケータとして機能します。ハートビートが失われると、RTMT
ウィンドウの右下隅に点滅するアイコンが表示されます。ハートビートの損失がいつ検出され

たのかを確認するには、点滅するアイコンをクリックします。システムを設定した場合は、電

子メールでハートビートの損失を通知できます。

[Database Summary]にサーバまたはデータベースでキューイングされる変更通知要求などのク
ラスタ内の各サーバに接続情報（該当する場合）、メモリ、実行中のクライアント接続の合計

数、作成されたデバイスリセット、複製およびレプリケーション状態のためにキューに入れら

れているデバイスの数にキューイングされている変更通知要求提供します。

CTIと Cisco TFTP使用状況の統計情報に関する日次レポートについては、『Cisco Unified
Serviceability Administration Guide』を参照してください。

次の表に、RTMTがモニタするサービスオブジェクト、アラート、しきい値とそのデフォル
ト値に関する情報を提供します。

表 4 :サービスのカテゴリー

アラート/しきい値/デフォルト監視対象オブジェクト（表示）

なし各CTIManagerのオープンデバイス、回
線、CTI接続、およびアクティブな
Unified CommunicationsManagerリンクの
数。

なし各Cisco TFTPサーバの TotalTftpRequests
および TotalTftpRequestsAborted。

•接続に失敗しました。

•複製に失敗しました。

各ディレクトリサーバの接続と複製のス

テータス。

• Unified Communications Managerのハートビート率
は <0.xを指定します。デフォルトは 0.5です。

• Cisco TFTPのハートビート率は <0.xを指定しま
す。デフォルトは 0.5です。

Cisco CallManager、Cisco TFTPサービス
のハートビート率。

システムパフォーマンスのモニタリング

20

システムパフォーマンスのモニタリング

サービスのモニタリング



サービスログ

RTMTが LogService APIを呼び出すたびにサービスデータはメモリに蓄積されます。5分ごと
に、RTMTはデータを単一のレコードとしてファイルに記録し、メモリを消去します。

次に示すカウンタのデータが、それぞれの計算に基づいて 5分ごとに記録されます。

• ctiOpenDevices：最後の 5分間に収集されたすべての値の平均

• ctiLines：最後の 5分間に収集されたすべての値の平均

• ctiConnections：最後の 5分間に収集されたすべての値の平均

• ctiActiveCMLinks：最後の 5分間に収集されたすべての値の平均

• tftpRequests：累積（最後に収集された値と最後の 5分間の最初に収集された値の差）

• tftpAbortedRequests：累積（最後に収集された値と最後の 5分間の最初に収集された値の
差）

AMCサービスは、サービスデータをCSV形式で記録します。ログのヘッダーは、タイムゾー
ン情報と、サーバに関して以前にリストされた前のカウンタを含むカラムのセットで構成され

ます。該当する場合、これら一連のカラムが、クラスタ内のすべてのサーバに対して繰り返さ

れます。

サービスログのファイル名には、ServiceLog_MM_DD_YYYY_hh_mm.csvという形式が適用さ
れます。

各ログの最初の行はヘッダーです。

デバイスログ

RTMTから LogDevice APIがコールされるたびに、デバイスデータがメモリに蓄積されます。
5分ごとに、RTMTはデータを単一のレコードとしてファイルに記録し、メモリを消去しま
す。

次に示すカウンタのデータが、それぞれの計算に基づいて 5分ごとに記録されます。

• gatewayDevicesFXS：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gatewayDevicesFXO：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gatewayDevicesPRI：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gatewayDevicesT1：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

• gatewayDevicesH323：過去 5分間に収集されたすべての値の平均

AMCサービスは、デバイスデータをCSV形式で記録します。ログのヘッダーは、時間帯情報
とサーバの前回リストしたカウンタを含む列のセットで構成されます。該当する場合、これら

一連のカラムが、クラスタ内のすべてのサーバに対して繰り返されます。
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デバイスログのファイル名には、DeviceLog_MM_DD_YYYY_hh_mm.csvという形式が適用
されます。

各ログファイルの最初の行はヘッダーです。

デバイスのモニタリング

デバイスのモニタリング

デバイス監視カテゴリはデバイスの要約、電話機のデバイスの検索機能と概要を示します。

登録されたデバイスの日次レポートの詳細については、『CiscoUnifiedServiceabilityAdministration
Guide』を参照してください。

次の表に、Unified RTMTがモニタするオブジェクト、アラート、しきい値、デフォルト、お
よびこれらのデバイスに対して RTMTが生成するレポートの種類に関する情報を示します。

表 5 :デバイスのカテゴリ

アラート/しきい値/デフォルト監視対象オブジェクト（表示）

登録される電話機の合計数は、連続したポーリング中

は X%下がります。デフォルトは 10%です。
サーバごと、またはクラスタ内のすべて

のサーバ（該当する場合）に登録された

電話機の数。

for Unified Communications Manager

•（警告）登録されるゲートウェイのクラスタ全体
での合計数は、連続したポーリング中は減少しま

す。

•（情報）登録されるゲートウェイのクラスタ全体
での合計数は、連続したポーリング中は増加しま

す。

サーバごと、またはクラスタ内のすべて

のサーバ（該当する場合）に登録された

ゲートウェイの数。

for Unified Communications Manager

•（警告）登録されるメディアデバイスのクラスタ
全体での合計数は、連続したポーリング中は減少

します。

•（情報）登録されるメディアデバイスのクラスタ
全体での合計数は、連続したポーリング中は減少

します。

•メディアリストが使い果たされました。

サーバごと、またはクラスタ内のすべて

のサーバ（該当する場合）に登録された

メディアデバイスの数。

[デバイス検索（Device search）]メニューを構成する検索可能な項目は、電話、ゲートウェイ
デバイス、H.323デバイス、CTIデバイス、ボイスメッセージデバイス、メディアリソース、
ハントリスト、および SIPトランクです。
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UnifiedCommunicationsManagerシステム内のデバイスを検索し、データベースで設定された登
録解除中状態、拒否されたデバイス、登録されているなど、デバイスの状態を選択できます。

また、任意のモデルまたは特定のデバイスモデルで検索したり、複数の異なる属性を含む条件

を設定できます。電話検索では、電話プロトコルに基づいて検索することもできます。また、

デバイスのトラブルシューティングを行うためのレポートを生成することもできます。

現在、クラスタ内の1つのノードの[デバイス検索（DeviceSearch）]ページには、200台のデバ
イスしか表示されません。

（注）

Unified RTMTでは、一致するデバイスを見つけるために Cisco RISの問い合わせを行います。
結果は、一致した各デバイスを行に、指定された各属性を列に含む表で表示されます。オープ

ンまたはクローズされたデバイスのタイムスタンプ、およびデバイスメディアを制御するアプ

リケーションも表示されます。

Unified Communications Managerクラスタがあり、[Status]オプションを選択することで検索す
ると、 Unified RTMTはメッシュデバイスタイプのスナップショットを表示せず、すべての選
択されたUnified Communications Managerサーバ用の Cisco RISデータベースからそのデバイス
タイプのデータをしばらく表示します。その結果、Unified RTMT内で複数のステータス（登
録済み、未登録など）であるデバイスについて複数のエントリが表示される場合があります。

1つのデバイスに複数のエントリが表示される場合は、そのデバイスの現在のステータスは最
新のタイムスタンプを持つエントリに反映されています。System Configuration Guide for Cisco
Unified Communications Managerにある Cisco RIS Data Collectorサービスに対する RIS Unused
Cisco CallManager Device Store Periodサービスパラメータを設定すると、登録解除されたかま
たは拒否されたデバイスの情報をCiscoRISデータベースが維持する期間を設定できます。サー
ビスパラメータの設定の詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

一致する項目をUnifiedRTMTで検索するには、[サービスのアクティブ化（ServiceActivation）]
ウィンドウで Cisco RIS Data Collectorサービスをアクティブにする必要があります。

ヒント

結果は、一致した各デバイスを行に、指定された各属性を列に含む表で表示されます。オープ

ンまたはクローズされたデバイスのタイムスタンプ、およびデバイスメディアを制御するアプ

リケーションも表示されます。

電話機の概要では、登録済みの電話機の数、SIPを実行中の電話機、SCCPを実行中の電話機、
部分的に登録された電話機、および登録の試行および登録されているデュアルモードデバイス

の数に失敗した回数に関する情報を提供します（TCTおよびBOTデバイスタイプのみをサポー
ト）。

モニタする特定デバイスの検索

次のデバイスタイプのデータをモニタするには、次の手順に従ってください。

•電話

システムパフォーマンスのモニタリング
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•ゲートウェイデバイス
• H.323デバイス
• CTIデバイス
•ボイスメールデバイス
•メディアリソース
• [ハントリスト（Hunt List）]
• [SIPトランク（SIP Trunk）]

手順

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

a) クイック起動チャネルで、次の手順を実行します。

1. [音声/ビデオ（Voice/Video）]ボタンをクリックします。

2. ツリー階層で [デバイス（Device）]をダブルクリックします。

3. [デバイス検索（Device Search）]アイコンをクリックします。

b) [音声/ビデオ（Voice/Video）] > [デバイス（Device）] > [デバイス検索（Device Search）] >
[デバイス検索を開く（Open Device Search）]の順に選択し、デバイスタイプ（電話機、
ゲートウェイ、ハントリストなど）を選択します。検索条件を入力するデバイス検索ウィ

ンドウが表示されます。

[デバイス検索（Device Search）]ウィンドウに、クラスタ名（該当する場合）および、モ
ニタできるすべてのデバイスタイプを一覧表示するツリー階層が表示されます。

デバイス検索ペインまたはCTI検索ペインを表示した後、デバイスタイプを右
クリックしてCCMAdminを選択し、Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションに移動できます。

ヒント

ステップ 2 すべてのデバイスを検索するか、または選択できるデバイスモデルの完全なリストを表示する

には、クラスタ名を右クリックし、[モニタ（Monitor）]を選択します。

ステップ 3 特定のデバイスタイプをモニタするには、ツリー階層でデバイスタイプを右クリックするか、

ダブルクリックします。

デバイスタイプを右クリックする場合、デバイス選択ウィンドウが表示されるよう

に、[モニタ（Monitor）]を選択する必要があります。
（注）

ステップ 4 [ステータスでデバイスを選択（Select device with status）]ウィンドウで、適用するオプション
ボタンをクリックします。

ステップ 5 クリックしたラジオボタンの隣のドロップダウンリストボックスで、デバイス情報を表示する

任意のコール・マネージャーまたは特定のユニファイド・コミュニケーション・マネージャー・

アドミニストレーション・サーバーを選択します。
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残りの手順では、[<戻る（< Back）]、[次へ>（Next >）]、[終了（Finish）]、また
は [キャンセル（Cancel）]ボタンを選択できます。

ヒント

ステップ 6 [次へ（Next）]ボタンをクリックします。

ステップ 7 [ダウンロードステータスでデバイスを選択（Select Device with Download Status）]ペインで、
適用するオプションボタンをクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [デバイスモデルで検索（Search by device model）]ペインで、適用するオプションボタンをク
リックします。

[デバイスモデル（Device Model）]を選択した場合、デバイス情報を表示するデバ
イスタイプを選択します。

ヒント

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [名前で検索（Search with name）]ペインで、適用するオプションボタンをクリックし、必要
に応じて対応するフィールドに適切な情報を入力します。

IPv6アドレスを入力すると、IPサブネットは適用されません。（注）

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [次の属性をモニタ（Monitor following attributes）]ペインで、検索する属性を 1つまたはすべ
てオンにします。

ステップ 13 [終了]をクリックします。

デバイスの中には、すべての検索条件に対して情報を提供しないものがあります。

たとえば、アクティブロード、非アクティブロード、ダウンロードステータス、

またはダウンロード理由に対して電話機をモニタするように選択した場合、ダウン

ロードステータスの結果は、この情報を提供できない電話機モデルに対してUnknown
と表示します。

（注）

電話の情報の表示

RTMTデバイスモニタリングペインに表示する電話に関する情報を表示できます。この項で
は、電話情報の表示方法について説明します。

手順

ステップ 1 RTMTデバイスモニタリングペインで、電話を検索して表示します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

a) 情報を表示する電話を右クリックし、[開く（Open）]を選択します。
b) 電話機をクリックし、[ Device > Open]を選択します。

[デバイス情報（Device Information）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 [ステータスでデバイスを選択（Select device with status）]ペインで、適用するオプションボタ
ンをクリックします。

ステップ 4 クリックしたラジオボタンの隣のドロップダウンリストボックスで、デバイス情報を表示する

任意のコール・マネージャーまたは特定のユニファイド・コミュニケーション・マネージャー・

アドミニストレーション・サーバーを選択します。

ステップ 5 [デバイスモデルごとに検索（SearchByDeviceModel）]ペインで、表示する電話プロトコルを
選択します。

ステップ 6 [すべてのモデルまたはデバイスモデル（AnyModel or Device Model）]オプションボタンをク
リックします。

[デバイスモデル（DeviceModel）]オプションボタンをクリックした場合、表示する電話モデ
ルを選択します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [名前で検索（Search With Name）]ペインで適用するオプションボタンをクリックし、対応す
るフィールドに適切な情報を入力します。

ステップ 9 [次の属性をモニタ（Monitor following attributes）]ペインで、検索する属性を 1つまたはすべ
てオンにします。

ステップ 10 [終了]をクリックします。

[デバイス情報（Device Information）]ウィンドウが表示されます。デバイスの詳細について
は、ウィンドウの左側のペインに表示されている任意のフィールドを選択します。

エンドポイントの PRT情報の生成

デバイスまたはエンドポイントは、診断およびトラブルシューティングのために、各クリティ

カルイベントのアラームを生成します。[Generate PRT]オプションを使用して、電話機のログ
収集をリモートからトリガーし、「Customer support UPLOAD URL」パラメータで設定された
ログサーバにアップロードします。

手順

ステップ 1 RTMTデバイスモニタリングペインで、電話を検索して表示します。

ステップ 2 情報を表示する電話を右クリックし、[PRTの生成]を選択します。

生成されたレポートは、Customer support upload URLにアップロードされます。

[エンタープライズ (Enterprise)]、[プロファイル (Profile)]、または [デバイスレベル
の設定 (Device level configuration settings)]ページで、カスタマーサポートアップロー
ド URLパラメータを確認します。それ以外の場合、PRTの生成は失敗します。

（注）
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デバイスのプロパティの表示

RTMTデバイスモニタリングペインに表示されるデバイスのプロパティを表示できます。デ
バイスのプロパティを表示するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 RTMTデバイスモニタリングペインで、デバイスを検索して表示します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•プロパティ情報が必要なデバイスを右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択しま
す。

•プロパティ情報が必要なデバイスをクリックし、[デバイス（Device）] > [プロパティ
（Properties）]の順に選択します。

ステップ 3 デバイスの説明情報を表示するには、[説明（Description）]タブをクリックします。

ステップ 4 他のデバイス情報を表示するには、[その他の情報（Other Info）]タブをクリックします。

デバイスおよび perfmonカウンタのポーリングレートのセットアップ

ユニファイド・コミュニケーション・マネージャーは、カウンタ、デバイス、およびゲート

ウェイポートをポーリングして、ステータス情報を収集します。RTMTモニタリングペイン
で、パフォーマンスモニタリングカウンタとデバイスのポーリング間隔を設定します。

頻度の高いポーリングレートは、ユニファイド・コミュニケーション・マネージャーのパフォー

マンスに悪影響を与える可能性があります。チャート形式でパフォーマンスカウンタをモニタ

するための最小ポーリングレートは5秒です。表形式でパフォーマンスカウンタをモニタする
ための最小レートは 1秒です。両方のデフォルト値は 10秒です。

（注）

デバイスのデフォルト値は 10分です。（注）

ポーリングレートを更新するには、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 RTMTモニタリングペインにデバイスまたはパフォーマンスモニタリングカウンタを表示し
ます。

ステップ 2 デバイスをクリックし、[編集（Edit）] > [ポーリングレート（Polling Rate）]の順に選択しま
す。
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ステップ 3 [ポーリング間隔（Polling Interval）]ペインで、使用する時間を指定します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

CTIアプリケーション、デバイス、および回線のモニタリング
CTIカテゴリは、CTI Managerアクティビティをモニタし、CTI検索機能を提供します。CTI
Managerによって、オープンしているデバイスの数、回線の数、およびCTI接続の数をモニタ
できます。

CTIアプリケーション、デバイス、および回線についての基準（CTIの状況、デバイス名、ア
プリケーションパターン、属性など）を指定できます。

一致する項目を RTMTで検索するには、Cisco Unified Serviceabilityの [サービスのアクティブ
化（Service Activation）]ウィンドウで Cisco RIS Data Collectorサービスをアクティブにする必
要があります。

ヒント

結果は、一致した各デバイスを行に、指定された各属性を列に含む表で表示されます。オープ

ンまたはクローズされたデバイスのタイムスタンプ、およびデバイスメディアを制御するア

プリケーションも表示されます。

CTI Manager情報の表示

各サーバまたは（該当する場合は）クラスタ内の各サーバに対して開いているデバイス、回

線、および CTI接続のチャートを表示するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 クイック起動チャネルの [音声/ビデオ（Voice/Video）]をクリックします。

ステップ 2 [CTI]をダブルクリックします。

ステップ 3 [CTI Manager]アイコンをクリックします。

モニタする CTIアプリケーションの検索

モニタする特定の CTIアプリケーションを検索するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

•クイック起動チャネルで、次の手順を実行します。
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[音声/ビデオ（Voice/Video）]ボタンをクリックします。1.

2. ツリー階層で [CTI]をダブルクリックします。

3. [CTI検索（CTI Search）]アイコンをクリックします。

• [音声/ビデオ（Voice/Video）] > [CTI] > [CTI検索（CTI Search）] > [CTIアプリケーショ
ン（CTI Applications）]の順に選択します。検索条件を入力できる選択ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [CTI Manager]ドロップダウンリストボックスから、モニタする CTI Managerを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションのステータス（ApplicationsStatus）]ドロップダウンリストボックスから、
アプリケーションのステータスを選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [アプリケーションパターン（ApplicationPattern）]ペインで、適用するオプションボタンをク
リックします。

ステップ 6 クリックしたオプションボタンのフィールドに情報を入力します。たとえば [IPサブネット
（IP Subnet）]オプションボタンをクリックした場合、フィールドに IPアドレスとサブネット
マスクを入力します。

IPv6アドレスを入力すると、IPサブネットは適用されません。（注）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [次の属性をモニタ（Monitor following attributes）]ウィンドウで、モニタする属性のチェック
ボックスを 1つまたはすべてオンにします。

ステップ 9 [終了]をクリックします。

アプリケーションモニタリングペインでは、選択した情報を表示します。

モニタする CTIデバイスの検索

モニタする特定の CTIデバイスを検索するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

•クイック起動チャネルで、次の手順を実行します。

1. [音声/ビデオ（Voice/Video）]ボタンをクリックします。

2. ツリー階層で [CTI]をダブルクリックします。

3. [CTI検索（CTI Search）]アイコンをクリックします。
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• [音声/ビデオ（Voice/Video）] > [CTI] > [CTI検索（CTI Search）] > [CTIデバイス（CTI
Devices）]の順に選択します。検索条件を入力できる選択ウィンドウが表示されます。

オプションを右クリックする場合、[モニタ（Monitor）]を選択します。ヒント

ステップ 2 [CTI Manager]ドロップダウンリストボックスから、モニタする CTI Managerを選択します。

ステップ 3 [デバイスのステータス（Devices Status）]ドロップダウンリストボックスから、デバイスの
ステータスを選択します。

ステップ 4 [デバイス（Devices）]ペインで、適用するオプションボタンをクリックします。

[デバイス名（Device Name）]を選択した場合、フィールドにデバイス名を入力し
ます。

ヒント

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [アプリケーションパターン（ApplicationPattern）]ウィンドウで、適用するオプションボタン
をクリックします。

ステップ 7 クリックしたオプションボタンのフィールドに情報を入力します。たとえば [IPサブネット
（IP Subnet）]をクリックした場合、フィールドに IPアドレスとサブネットマスクを入力しま
す。

IPv6アドレスを入力すると、IPサブネットは適用されません。（注）

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [次の属性をモニタ（Monitor following attributes）]ウィンドウで、モニタする属性のチェック
ボックスを 1つまたはすべてオンにします。

ステップ 10 [終了]をクリックします。

デバイスのモニタリングペインでは、選択した情報を表示します。

モニタする CTI回線の検索

モニタする特定の CTI回線を検索するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

•クイック起動チャネルで、次の手順を実行します。

1. [音声/ビデオ（Voice/Video）]ボタンをクリックします。

2. ツリー階層で [CTI]をダブルクリックします。

3. [CTI検索（CTI Search）]アイコンをクリックします。
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• [音声/ビデオ（Voice/Video）]> [CTI]> [CTI検索（CTI Search）]> [CTI回線（CTI Lines）]
の順に選択します。検索条件を入力できる選択ウィンドウが表示されます。

オプションを右クリックする場合、[モニタ（Monitor）]を選択します。ヒント

ステップ 2 [CTIManager &ステータス（CTIManager & Status）]ドロップダウンリストボックスから、モ
ニタする CTI Managerを選択します。

ステップ 3 [回線ステータス（Lines Status）]ドロップダウンリストボックスから、スタータスを選択し
ます。

ステップ 4 [デバイス（Devices）]ペインで、適用するオプションボタンをクリックします。

[デバイス名（Device Name）]を選択した場合、フィールドにデバイス名を入力し
ます。

ヒント

ステップ 5 [回線（Lines）]ペインで、適用するオプションボタンをクリックします。

[電話番号（Directory Number）]を選択した場合、フィールドに電話番号を入力し
ます。

（注）

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [アプリケーションパターン（ApplicationPattern）]ペインで、適用するオプションボタンをク
リックします。

ステップ 8 クリックしたオプションボタンのフィールドに情報を入力します。たとえば [IPサブネット
（IP Subnet）]をクリックした場合、フィールドに IPアドレスとサブネットマスクを入力しま
す。

IPv6アドレスを入力すると、IPサブネットは適用されません。（注）

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [次の属性をモニタ（Monitor following attributes）]ウィンドウで、モニタする属性のチェック
ボックスを 1つまたはすべてオンにします。

ステップ 11 [終了]をクリックします。

回線のモニタリングペインでは、選択した情報を表示します。

アプリケーション情報の表示

CiscoUnified IPPhone、CTIポート、CTIルートポイントなど、選択したデバイスのアプリケー
ション情報を表示できます。アプリケーション情報を表示するには、次の手順に従ってくださ

い。

手順

ステップ 1 RTMTモニタリングペインで、デバイスを検索して表示します。
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ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• CTIなど、アプリケーション情報が必要なデバイスを右クリックして、[アプリ情報（App
Info）]を選択します。

•アプリケーション情報が必要なデバイスをクリックし、[デバイス（Device）] > [アプリ情
報（App Info）]の順に選択します。

[アプリケーション情報（Application Information）]ウィンドウに CTI Manager Serverの名前、
アプリケーション ID、ユーザ ID、アプリケーション IPアドレス、アプリケーションステータ
ス、アプリケーションのタイムスタンプ、デバイスのタイムスタンプ、デバイス名、および

CTIデバイスのオープンステータスが表示されます。

ステップ 3 更新された情報を表示するには、[更新（Refresh）]をクリックします。ウィンドウを閉じるに
は、[OK]をクリックします。

コール制御検出の学習パターンとSAFフォワーダレポートへのアクセ
ス

Learned Patternレポートおよび Service Advertisement Framework（SAF）フォワーダレポート
は、コール制御ディスカバリ機能をサポートします。コール制御ディスカバリ機能を設定する

と、Unified Communications Managerは、SAFネットワークを使用するほかのリモートコール
制御エンティティにそれ自体とホスト対象のDNパターンをアドバタイズします。同様に、こ
れらのリモートコール制御エンティティは、Unified Communications Managerがデジタル分析
で学習、挿入可能なホスト対象のDNパターンをアドバタイズします。コール制御検出機能の
詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の
「「Call Control Discovery」」を参照してください。

学習パターンは異なるソースから送信されている場合があるので、学習パターンがレポートで

繰り返されることがあります。たとえば、別の IPアドレスから送信される可能性があります。
（注）

学習パターンレポートには、学習パターン名、タイムスタンプ、およびパターンの到達可能

性ステータスなどが含まれます。次の表を参照してください。

表 6 :学習パターンレポートのデータ

説明列

リモート呼制御エンティティから学習されたパ

ターンの名前が表示されます。

パターン

ローカルの Unified Communications Managerが
学習パターンとしてパターンをマークした日時

が表示されます。

TimeStamp
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説明列

学習パターンが到達可能だったか、到達不能

だったかを示します。

ステータス

学習パターンへの発信コールに使用した SAF
対応トランクのプロトコルが表示されます。リ

モートコール制御エンティティに SAF対応ト
ランクの QSIGトンネリングが設定されている
場合は、データは、QSIGトンネリングが使用
されていたことを示します。たとえば、このカ

ラムにH.323とともにEMCAが表示されます。

プロトコル

学習パターンをアドバタイズしたリモートコー

ル制御エンティティの名前が表示されます。

AgentID

学習パターンをアドバタイズしたコール制御エ

ンティティの IPアドレスが表示されます。ま
た、コール制御エンティティがコールの待機に

使用するポート番号を表示します。

IPアドレス

学習パターンのPSTNフェールオーバー設定を
表示します。

ToDID

ローカルのUnifiedCommunicationsManagerノー
ドの IDを表示します。

CUCMNodeId

SAFフォワーダレポートは、SAFフォワーダの認証ステータスおよび登録ステータスなどの
情報を表示します。次の表を参照してください。

表 7 : SAFフォワーダレポートのデータ

説明列

Cisco Unified Communications Manager
Administrationの [SAFフォワーダの設定（SAF
Forwarder Configuration）]ウィンドウで設定し
た SAFフォワーダの名前が表示されます。

名前

Cisco Unified Communications Manager
Administrationの [SAFフォワーダの設定（SAF
Forwarder Configuration）]ウィンドウで設定し
たSAFフォワーダの説明が表示されます。SAF
フォワーダの説明を入力していない場合は、何

も表示されません。

説明
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説明列

" Cisco Unified Communications Manager
Administration "の[SAF Forwarder Configuration）]
ウィンドウの設定値によって SAFフォワーダ
の IPアドレスを表示します。

IPアドレス

UnifiedCommunicationsManagerが SAFフォワー
ダに接続するために使用するポート番号を示し

ます。デフォルトでは、UnifiedCommunications
Managerは 5050を使用します。

ポート

SAFフォワーダがプライマリ SAFフォワーダ
か、またはバックアップ SAFフォワーダに分
類されているかを示します。

タイプ

Unified Communications Managerがに SAFフォ
ワーダに接続できるかどうかを示します。

接続ステータス

Unified CommunicationsManagerがダイジェスト
認証を使用して SAFフォワーダに接続したこ
とを示します。

認証タイプ

UnifiedCommunicationsManagerが SAFフォワー
ダに登録されているかどうかを示します。

登録ステータス

Unified Communications Managerから SAFフォ
ワーダと最後に登録された日付と時刻を表示し

ます。

最後に登録された時間

SAFフォワーダに登録されたサービスをアドバ
タイズおよび要求する CCDの総数を表示しま
す。

登録されたアプリケーション数

コール制御エンティティ（この場合は、Unified
CommunicationsManager）が SAFフォワーダに
接続しようとした回数を表示します。

接続の再試行数

RTMTを使用すると、さまざまな条件に基づいて検索できます。たとえば、リモートコール
制御エンティティの検索を指定すると、リモートコール制御エンティティのすべての学習パ

ターンが表示されます。

RTMTで学習パターンレポートまたは SAFフォワーダレポートにアクセスするには、次の手
順を実行します。
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手順

ステップ 1 レポートにアクセスするには、次のいずれかのアクションを実行します。

a) 学習パターンの場合：RTMTのメニューから、[音声/ビデオ（Voice/Video）] > [レポート
（Report）] > [学習パターン（Learned Pattern）]の順に選択します。または、[音声/ビデ
オ（Voice/Video）]タブをクリックし、[学習パターン（Learned Pattern）]をクリックしま
す。

b) SAFフォワーダの場合：RTMTのメニューから、[音声/ビデオ（Voice/Video）] > [レポー
ト（Report）] > [SAFフォワーダ（SAF Forwarders）]の順に選択します。または、[音声/
ビデオ（Voice/Video）]タブをクリックし、[SAFフォワーダ（SAF Forwarders）]をクリッ
クします。

ステップ 2 [ノードの選択（Select a Node）]ドロップダウンリストボックスからノードを選択します。

学習パターンレポートでは、Cisco CallManagerサービスを実行しているが、そのノード上で
CCD要求サービスを実行していない場合は、ノードを選択したら、CCD Report Serviceが動作
していないというメッセージが報告されます。CCD要求サービスが選択したノードでアクティ
ブでない場合、レポートは空として表示されます。

ステップ 3 レポート内のデータを確認します。

レポートされた項目の説明については、[学習パターンレポート（LearnedPatternReport）]テー
ブルのデータおよび [SAFフォワーダレポート（SAF Forwarder Report）]テーブルのデータを
参照します。

ステップ 4 データの表示後に、特定の条件に基づいて結果をフィルタ処理する場合は、[フィルタ（Filter）]
ボタンをクリックし、検索する条件を指定し、[適用（Apply）]をクリックし、次に [OK]をク
リックします。

ステップ 5 最新の結果を表示するには、[更新（Refresh）]をクリックします。

ステップ 6 データの特定の文字列を検索する場合は、[検索（Find）]ボタンをクリックして、文字列を入
力したら、[次を検索（Find Next）]をクリックします。

ステップ 7 結果を保存する場合は、[保存（Save）]をクリックし、結果をどのように保存するかに応じて
[XML]または [テキスト（Text）]を選択します。データを保存する場所を参照し、保存する
ファイルに名前を付け、[保存（Save）]をクリックします。

着信側トレースレポートへのアクセス

着信側トレースでは、トレースする電話番号または電話番号のリストを設定することができま

す。セッショントレースツールを使用してコールのオンデマンドトレースを要求できます。

着信側トレース機能は、ノード内の着信者番号に加えて、その発信者番号についての情報を提

供します。各ノードの情報を使用して、発信元へのコールバックをトレースできます。
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ユーザは、電話番号のログにアクセスする権限を持つ管理者である必要があります。MLAを
使用して特定のロールに許可を付与するには、「着信側トレース」のリソースはロールに対し

て読み取りアクセス許可を有効にする必要があります。

（注）

Real-Time Monitoring Toolで着信側トレースレポートにアクセスするには、以下のステップに
従います。

手順

ステップ 1 [RTMT]メニューから、[音声/ビデオ（Voice/Video）]> [Callprocess]> [着信側トレース（Called
Party Trace）]の順に選択します。または、[音声/ビデオ（Voice/Video）]タブをクリックし、
次に、[着信側トレース（Called Party Trace）]をクリックします。

ステップ 2 ドロップダウンボックスを使用して、レポートの開始時刻を選択します。

開始時間は、現在の日付から 5年前より古く設定できません。（注）

ステップ 3 このレポートには、次の情報が表示されます。

•開始時刻

•発信側電話番号

•元の送信先電話番号

•着信側電話番号

•発信側デバイス名

•着信側デバイス名

5 MBのトレースファイルエントリが、RTMTによってアクセスされるログファ
イルに書き込まれている場合、新しいトレースエントリが記録されると最も古いロ

グ情報が上書きされます。RTMTは、与えられた検索に対して最大で 500エントリ
しか一覧表示できません。

（注）

Intercompany Media Service

IMEサービスのモニタリング
IMEサービスカテゴリでは、次の項目がモニタされます。
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•ネットワークアクティビティ（Network Activity）：Ciscoインタラクションマネージャー
に関連する、UnifiedCommunicationsManager上のアクティビティが表示されます。Network
Activityオブジェクトにより、次のグラフが表示されます。

• IME分散キャッシュの状態（IME Distributed Cache Health）：IMEサーバパフォーマ
ンスオブジェクトの IMEDistributedCacheHealthカウンタに基づき、IME分散キャッ
シュの状態を表示します。

• IME分散ノード数（IME Distributed Node Count）：IMEサーバパフォーマンスオブ
ジェクトの IMEDistributedCacheNodeCountカウンタの値に基づき、IME分散キャッ
シュ内のノードの概数を表示します。Cisco IntercompanyMediaEngineの各物理サーバ
には複数のノードが含まれるため、グラフに表示される数は、IME分散キャッシュに
参加する Cisco Intercompany Media Engineの物理サーバの数を示しません。

•受信インターネット帯域幅（Internet BW Received）：Cisco IMEサービスで着信イン
ターネットトラフィックのために使用される帯域幅量をキロビット/秒単位で表示し
ます。IMEサーバパフォーマンスオブジェクトの InternetBandwidthRecvカウンタを
表します。

•送信インターネット帯域幅（Internet BW Send）：Cisco IMEサービスで発信インター
ネットトラフィックのために使用される帯域幅量をキロビット/秒単位で表示します。
IMEサーバパフォーマンスオブジェクトの InternetBandwidthSendカウンタを表しま
す。

• IME分散キャッシュに保存されたデータレコード（IME Distributed Cache Stored Data
Records）： Cisco Intercompany Media Engineサーバが保存した IME分散キャッシュ
レコードの数を表示します。IMEサーバパフォーマンスオブジェクトの
IMEDistributedCacheStoredDataカウンタを表します。

ネットワークアクティビティに関する情報を表示するには、[Cisco IMEサービス
（Cisco IME Service）] > [ネットワークアクティビティ（Network Activity）]を選択
します。

•サーバアクティビティ（Server Activity）：Cisco Intercompany Media Engineサーバ上のア
クティビティをモニタできます。Server Activityオブジェクトにより、次のグラフが表示
されます。

•登録済みクライアントの数（Number of Registered Clients）：Cisco IMEサービスに接
続しているクライアントの現在の数を表示します。IMEサーバパフォーマンスオブ
ジェクトの ClientsRegisteredカウンタの値を表します。

• IME分散キャッシュの量: IME分散キャッシュに書き込むことができるこの IMEサー
バに接続されている Unified Communications Managerサーバによって個別の DIDの数
を表します。この数は、IME分散キャッシュの全体的な設定と IMEサーバにインス
トールされている IMEライセンスによって決まります。

•使用する IME分散キャッシュの量:一義的の総数が設定されたこの IMEサーバに現在
接続されている Unified Communications Managerサーバで Intercompany Media Service
に登録済みのパターンを介して、未知する番号を、したことを示します。
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•着信側コール VCR（Terminating VCRs）：コールの着信側の Cisco IMEサーバに保存
された IME音声コールレコードの合計数を示します。これらのレコードは、学習ルー
トの検証に使用できます。

•保留中の検証（Validations Pending）：Cisco IMEサービスの保留中の検証の数および
検証のしきい値を表示します。このグラフは、Cisco IMEサーバパフォーマンスオブ
ジェクトの ValidationsPendingカウンタを表します。

サーバアクティビティに関する情報を表示するには、[Cisco IMEサービス（Cisco
IME Service）] > [サーバアクティビティ（Server Activity）]を選択します。

IMEシステムパフォーマンスのモニタリング
IMEシステムパフォーマンスモニタリングカテゴリは、SDLキュー内の信号の数および特定
の Signal Distribution Layer（SDL）キュータイプとして処理された信号の数をモニタする SDL
キューオブジェクトを提供します。SDLキューのタイプは、高、標準、低、最低のキューか
ら構成されます。特定のサーバまたはクラスタ全体（該当する場合）の SDLキューを監視で
きます。

SDLキューに関する情報を表示するには、[Cisco IMEサービス（Cisco IME Service）] > [SDL
キュー（SDL Queue）]を選択します。[SDLキュータイプ（SDL Queue Type）]ドロップダウ
ンリストボックスからタイプを選択します。

Intercompany Media Serviceのモニタリング

事前に準備された各モニタリングウィンドウのポーリングレートは固定されていて、デフォ

ルト値は 30秒です。AMC（Alert Manager and Collector）サービスパラメータの収集レートが
変化すると、事前に準備されたウィンドウのポーリングレートも更新されます。また、バック

エンドサーバの時刻ではなく、RTMTクライアントアプリケーションのローカル時刻が、各
チャートのタイムスタンプのベースになります。

ヒント

事前に定義されたオブジェクトのモニタを拡大するには、対象となるチャートの領域上でマウ

スの左ボタンをクリックし、ドラッグします。必要な領域を選択してから、マウスの左ボタン

を放します。RTMTは、モニタ対象のビューを更新します。モニタを縮小して、初期のデフォ
ルトビューにリセットするには、Rキーを押します。

ヒント

[Intercompany Media Services]モニタリングカテゴリでは、次の項目がモニタされます。

•ルーティング：ユニファイド・コミュニケーションマネージャーが維持するシスコインタ
ラクションマネージャーのルートの総数を表示します。この合計数には、次のルートが含

まれます。
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• Ciscoインタラクションマネージャークライアントが学習し、Cisco Unified
Communications Managerのルーティングテーブル内に存在する電話番号を表す学習
ルート

• Cisco Intercompany Media Engineルートが存在するピア企業の固有ドメイン

•すべての Cisco Intercompany Media Engineサービス間の IME分散ハッシュテーブルに
正常に発行されたダイヤルイン方式（DID）の番号を表す発行済みルート

•管理者がブロックしたために拒否される学習ルートの番号を表す拒否ルート。

これらのチャートは、Cisco IME Clientパフォーマンスオブジェクトの次のパフォー
マンスカウンタを示します：RoutesLearned、DomainsUnique、RoutesPublished、およ
び RoutesRejected。

ルーティングに関する情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）] > [Cisco
IMEクライアント（Cisco IME Client）] > [ルーティング（Routing）]の順に選択し
ます。

•コールアクティビティ（Call Activities）：Cisco IntercompanyMedia Engineコールの総数を
モニタできます。この合計値には、次のタイプのコールが含まれます。

•試行されたコール（受け入れられたコール、話し中のコール、応答のないコール、お
よび失敗したコールが含まれます）

•受信されたコール

•セットアップされたコール（つまり、ユニファイド・コミュニケーション・マネー
ジャーによって行われ、リモートパーティによって受け入れられたコール）

•受け入れられた（ユニファイド・コミュニケーション・マネージャーが受信し、着信
側が応答した）コール

• PSTNへのフォールバックが完了したコール

• PSTNに正常にフォールバックされなかったコール。

これらのチャートは、Cisco IME Clientパフォーマンスオブジェクトの次のパフォーマンスカ
ウンタを示します：CallsAttempted、CallAccepted、CallsReceived、CallsSetup、IMESetupsFailed、
および FallbackCallsFailed。

コールアクティビティ情報を表示するには、[音声/ビデオ（Voice/Video）] > [Cisco IMEクラ
イアント（Cisco IME Client）] > [コールアクティビティ（Call Activities）]の順に選択しま
す。
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IM and Presenceモニタリング

IM and Presenceおよび Cisco Jabberサマリーのモニタリング
Real-Time Monitoring Toolは、IM and Presence serviceおよび Cisco Jabberの全体的なパフォーマ
ンスのモニタリングをサポートする一連の重要なパフォーマンスカウンタを提供します。RTMT
の IM and Presenceおよび Cisco Jabberのサマリーでは、1つのモニタリングペインで重要な共
通情報を監視することができます。

IM and Presenceおよび Cisco Jabberの全体的なパフォーマンスを反映する重要なパフォーマン
スカウンタに情報を表示するには、[IM and Presence] > [IM and Presenceのサマリー（IM and
Presence Summary）]または [IM and Presence] > [Cisco Jabber][サマリー（Summary）]の順
に選択します。

IM and Presenceのサマリーで、次の情報を確認します。

• PE実行中 JSMセッション

• XCP JSM IMセッション（XCP JSM IM Sessions）

•処理された IMの合計（Total IMs Handled）

•現在接続されている XMPPクライアント（Current XMPP Clients Connected）

•アドホックチャットルームの合計（Total Ad hoc Chat Rooms）

•永続的なチャットルームの合計（Total Persistant Chat Rooms）

Cisco Jabberサマリーで、次の情報を確認します。

•クライアントの SOAPインターフェイス

• SIPクライアントの登録ユーザ（SIP Client Registered Users）

• SIPクライアントの登録ユーザの失敗数

• SIPクライアントの IMメッセージ数

Cisco XCPカウンタ

接続されている XMPPクライアントの数

Cisco XCP CM：CmConnectedSockets

個々の IM and Presenceサーバの Cisco XCP Connection Managerに接続されている XMPPクライ
アントの現在の数を表示します。この数値は、展開の使用パターンに基づいて上下動します。

この数値が予想されるユーザベースよりも高い場合、詳細な調査が必要になることがありま

す。
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接続されている CAXLクライアントの数

Cisco XCP Web CM：WebConnectedSockets

個々の IM and Presenceサーバの Cisco XCP Web Connection Managerに接続されている CAXL
Webクライアントの現在の数を表示します。この数値は、展開の使用パターンに基づいて上下
動します。この数値が予想されるユーザベースよりも高い場合、詳細な調査が必要になること

があります。

アクティブな送信 SIPサブスクリプションの数

Cisco XCP SIP S2S：SIPS2SSubscriptionsOut

IM and Presenceサーバの Cisco XCP SIP Federation Connection Managerサービスで管理されてい
るアクティブな送信 SIPサブスクリプションの現在の数を表示します。IM and Presenceサーバ
が SIPドメイン間フェデレーションまたは SIPドメイン内フェデレーションに対して設定され
ている場合、このカウンタを監視します。

SIPS2SSubscriptionsOutとSIPS2SSubscriptionsInを組み合わせた合計数は、単一の IM and Presence
サーバ上で 260,000を超えることはできません。

（注）

アクティブな着信 SIPサブスクリプションの数

Cisco XCP SIP S2S：SIPS2SSubscriptionsIn

IM and Presenceサーバの Cisco XCP SIP Federation Connection Managerサービスによって維持さ
れているアクティブな着信 SIPサブスクリプションの現在の数を表示します。IM and Presence
サーバが SIPドメイン間フェデレーションまたは SIPドメイン内フェデレーションに対して設
定されている場合、このカウンタを監視します。

SIPS2SSubscriptionsOutとSIPS2SSubscriptionsInを組み合わせた合計数は、単一の IM and Presence
サーバ上で 260,000を超えることはできません。

（注）

IMセッションの数

Cisco XCP JSM：JsmIMSessions

このカウンタは、すべてのユーザ間の IM and Presenceノードで IMセッションの総数を示しま
す。CiscoPresenceEngine（PE）は、プレゼンス構成サービスと、豊富な機能を持つ常時のネッ
トワークプレゼンスを提供し、PEの起動時にすべてのユーザに代わって IMセッションを作
成します。これは、ユーザが IMクライアントにログインしていなくても、Unified
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Communications Managerの Telephony Presenceや Exchange Calendarの通知などのネットワーク
プレゼンスイベントがユーザのプレゼンスに反映されるために必要です。

IM and Presenceノードでライセンスを取得したすべてのユーザには、ログインしているクライ
アント用の 1つの IMセッションに加えて、Presence Engineの高度なプレゼンス機能用の 1つ
の IMセッションがあります。

例

IM and Presenceノードに次のような 100人のライセンス取得済みユーザがいるとします。

• 50人のユーザがログインしていません。

• 40人のユーザが 1つの IMクライアントにログインしています。

• 10人のユーザが 2つの IMクライアントにログインしています。

これにより、合計 160の IMセッションが次のように構成されます。

•高度な Presence Engineセッションは 100 x 1。

• 1つのクライアントにログインしているユーザは 40 x 1。

• 2つのクライアントにログインしているユーザは 10 x 2。

IMパケットの合計

Cisco XCP JSM：JsmTotalMessagePackets

このカウンタには、すべてのユーザにまたがる IM and Presenceノードによって処理される IM
セッション総数が表示されます。

ユーザ Aliceがユーザ Bobに IMパケットを送信し、両方のユーザが同じ IM and Presenceノー
ドに割り当てられている場合、この IMパケットは 2回カウントされます。これは、XCPルー
タと Jabber Session Managerが 2人のユーザを別々に扱うためです。たとえば、Aliceのプライ
バシールールは IMパケットが Bobに配信される前にその IMパケットに適用され、Bobのプ
ライバシールールは IMパケットが Bobのクライアントに配信される前にその IMパケットに
適用されます。IM and Presenceが IMパケットを処理するときは必ず、そのパケットは発信元
と終端で 1回ずつカウントされます。

Aliceと Bobが別々の IM and Presenceノードに割り当てられ、Aliceが Bobに IMパケットを送
信する場合、その IMパケットはAliceのノードとBobのノードで 1回ずつカウントされます。

直前の 60秒の IM

Cisco XCP JSM：JsmMsgsInLastSlice

このカウンタは、直前の 60秒のすべてのユーザ間で IM and Presenceノードによって処理され
る IMパケットの総数を示します。このカウンタは、60秒ごとにゼロにリセットされます。
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JsmTotalMessagePacketsと同じ IMパケットをカウントするためのルールが適用されます。この
カウンタを監視すると、組織内のビジー IM時間を識別できるようになります。

ユーザごととセッションごとのカウンタ

Cisco XCP JSMセッションカウンタ

セッションごとのこれらのカウンタは IMセッションまたはユーザログイン期間に対してのみ
表示されます。これらのカウンタは Presence Engineネットワークプレゼンスセッションごと
に 1つ存在し、クライアントログインセッションごとに 1つ存在します。IMSessionsカウン
タに関する上記の例では、160個の異なる Cisco XCP JSMセッションカウンタがあります。
ユーザがログアウトするか、Cisco Presence Engineが停止すると、関連付けられた Cisco XCP
JSMセッションカウンタのインスタンスが削除されます。

Cisco XCP JSMセッションカウンタを使用して、現在ログインしているすべてのユーザのス
ナップショットを取得できます。これらのカウンタには、CLIから次のコマンドを使用してア
クセスできます。

admin: show perf list instances "Cisco XCP JSM Session Counters"

システムにログインしている IMandPresenceノードに割り当てられたすべてのユーザは、現在
ログインしているクライアントセッションと、PresenceEngineネットワークセッションの JSM
セッションカウンタのセットを持ちます。5000人のユーザがログインしている IMandPresence
ノードでは、この結果、少なくとも 10,000セットの JSMセッションカウンタが発生します。
これらの値が変化するごとに新しい値でこれらのカウンタを更新することは、システムにスト

レスを与えることになります。これに対処するため、JSMセッションカウンタ値がシステム
によってローカルにキャッシュ、RTMTに 30分ごとに更新されます。

1セッションごとに送信される IMパケット

Cisco XCP JSMセッションカウンタ：JsmSessionMessagesIn

これは、IMクライアントまたはセッションのユーザによって送信された IMパケットの総数を
カウントします。JsmSessionMessagesInという用語は IM and Presenceサーバの観点で使用され
ていることに注意してください。クライアントによって送信される IMパケットは、IM and
Presenceに着信する IMパケットです。

1セッションあたりに受信した IMパケット

Cisco XCP JSMセッションカウンタ：JsmSessionMessagesOut

これは、IMクライアントまたはセッションのユーザに送信された IMパケットの総数をカウン
トします。SessionMessagesOutという用語は IM and Presenceサーバの観点で使用されているこ
とに注意してください。IMパケットはクライアントに送信され、IM and Presenceから送信さ
れる IMパケットです。
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JsmTotalMessagePackets、JsmMsgsInLastSlice、JsmSessionMessagesIn、および
JsmSessionMessagesOutは、それぞれ IM and Presenceに送信されるインスタントメッセージパ
ケットを表し、システムのインスタントメッセージの正確な数字ではありません。IMごとの
IM and Presenceに送信される IMパケットの量は、使用中のクライアントによって異なる場合
があります。

（注）

テキスト会議室の合計

Cisco XCP TC：TcTotalRooms

このカウンタは、ノードでホストされるテキスト会議室の合計を表します。これは、アドホッ

ク会議室と常設チャットルームの両方を含みます。

アドホックグループチャットルームの合計

Cisco XCP TC：TcAdHocRooms

このカウンタは、ノードで現在ホストされているアドホックチャットルームの合計を表しま

す。アドホックチャットルームは、すべてのユーザがルームを離れると自動的に破棄されま

す。そのため、このカウンタの値は定期的に増減します。

永続的なチャットルームの合計

Cisco XCP TC：TcPersistentRooms

このカウンタは、ノードでホストされる永続的なチャットルームの合計を表します。常設チャッ

トルームは、そのチャットルームのオーナーが明示的に破棄する必要があります。このカウ

ンタを監視すると、常設チャットルームの合計が非常に多いかどうかを識別したり、いくつか

の常設チャットルームが定期的には使用されなくなっているかどうかを識別したりできます。

1チャットルームあたりのカウンタ

Cisco XCP TCルームカウンタ

1チャットルームあたりのカウンタは、チャットルームのライフタイムだけに表示されます。
アドホックチャットルームでは、これらのカウンタインスタンスは、アドホックチャット

ルームが破棄されたときに削除されます。常設チャットルームの場合、カウンタインスタン

スは常設チャットルームが破棄されるときに破棄されますが、常設チャットルームは長期間

存続するので、破棄されることがほとんどありません。

1チャットルームあたりのカウンタを使用すると、常設（およびアドホック）チャットルーム
の使用率と参加者を監視し、ほとんど使用されなくなった常設チャットルームの識別に役立ち

ます。
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Cisco XCP TCルームカウンタを使用すると、ノードで現在ホストされているすべてのルーム
のスナップショットを取得できます。これらのカウンタには、次のコマンドを使用してCLIか
らアクセスできます。

admin:show perf list instances "Cisco XCP TC Room Counters"

ルームごとに受信した IMパケット

Cisco XCP TCルームカウンタ：TCRoomMsgPacketsRecv

このカウンタは、ルームごとに受信した IMパケット数を表します。

1つの会議室あたりの占有者数

Cisco XCP TCルームカウンタ：TCRoomNumOccupants

このカウンタは、チャットルームの現在の占有者数を提供します。チャットルームの使用状

況の傾向を把握するために、常設チャットルームでこのカウンタを監視します。

1つの IM and Presenceノードで、最大 16,500のテキスト会議室を持つことができます。これら
の会議室のそれぞれに、1チャットルームあたりの独自のカウンタのセットがあります。JSM
セッションカウンタと同じように、これらの値が変化するごとに新しい値でこれらを更新する

ことは、システムにストレスを与えることになります。これに対処するため、1チャットルー
ムあたりのカウンタの値はシステムによってローカルにキャッシュされ、30分ごとにのみ
RTMTに更新されます。

SIPプロキシのカウンタ

アイドル状態の SIPプロキシワーカープロセスの数

SIPプロキシ：NumIdleSipdWorkers

IM and Presenceの SIPプロキシでアイドル状態またはフリーな状態の SIPワーカープロセスの
現在の数を表示します。このカウンタは、それぞれの IM and Presenceサーバの SIPプロキシに
適用される負荷の良い指標となります。IM and Presenceサーバが SIPドメイン間フェデレー
ションまたはSIPドメイン内フェデレーションに対して設定されている場合、このカウンタを
監視します。

アイドル状態のプロセスの数はゼロになる場合がありますが、心配する必要はありません。た

だし、アイドルプロセスの数が常に 5プロセスより少なくなる場合は、IM and Presenceサーバ
の負荷が増えており、調査が必要なことを示します。
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Cisco Unity Connectionのモニタリング

ポートモニタ

ポートモニタでは、各 Cisco Unity Connectionボイスメッセージングポートのアクティビティ
をリアルタイムにモニタすることができます。この情報は、システムのポート数が多すぎる

か、または少なすぎるかを判断するために役立ちます。

ポートモニタでは、各 Cisco Unity Connectionボイスメッセージングポートに関する情報をリ
アルタイムに提供します。この情報は、ポートごとのアクティビティを判断してシステムの

ポート数が多すぎるかまたは不十分かを判断するために役立ちます。ポートモニタは、次の表

に説明するような各ポートの情報を表示します。

表 8 :ポートモニタのフィールドと説明

説明フィールド

Cisco Unity Connection Administrationでのポートの表示名。ポート名

着信コールの場合、発信者の電話番号です。発信者

着信コールの場合、電話がかかっている電話番号です。発信元番号

該当する場合は、コールがリダイレクトされた理由です。理由

コールがリダイレクトされた内線番号です。コールが複数の内線

番号によってリダイレクトされた場合、このフィールドには最後

の内線番号にリダイレクトした内線番号が表示されます。

Redir

コールがリダイレクトされた最後の内線番号です。最後のリダイレクト

Cisco Unity Connectionが発信者に行っているカンバセーションの
名称。ポートでコールの処理が行われていない場合、ステータス

は [アイドル（Idle）]と表示されます。

アプリケーションのステータ

ス

カンバセーションが現在実行中のアクションです。ポートでコー

ルの処理が行われていない場合、ステータスは [アイドル（Idle）]
と表示されます。

画面のステータス

カンバセーションが実行中のアクションに関する特定の詳細です。

ポートでコールの処理が行われていない場合、ステータスは [アイ
ドル（Idle）]と表示されます。

カンバセーションのステータ

ス

ポートの内線番号です。ポートの内線番号
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説明フィールド

UnifiedCommunicationsManager SCCP統合に対しては、ポートが登
録されているUnified CommunicationsManagerサーバの IPアドレス
およびポート。

接続先

電話システム統合によって提供される情報およびコールの状態によって、一部のフィールドは

空白のままになります。

（注）

Cisco Unity Connectionポートモニタのポーリングの開始
ポートモニタを使用するには、次の手順を実行します。

低いポーリングレートを設定すると、システムパフォーマンスに影響を与える可能性があり

ます。

（注）

手順

ステップ 1 Real TimeMonitoring Toolでは、Unity Connectionにアクセスし、[ポートモニタ（PortMonitor）]
をクリックします。[ポートモニタ（Port Monitor）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ノード（Node）]ドロップダウンボックスで、Cisco Unity Connectionサーバを選択します。

ステップ 3 [ポーリングレート（Polling Rate）]フィールドでデフォルト値を承認するか、[ポートモニタ
（Port Monitor）]タブでデータの更新間隔の秒数を入力し、[ポーリングレートの設定（Set
Polling Rate）]をクリックします。

ステップ 4 [ポーリングの開始（Start Polling）]をクリックします。[ポートモニタ（Port Monitor）]ウィ
ンドウに、Cisco Unity Connectionのすべてのボイスメッセージングポートのステータスが表
示されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


